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事業費（人件費除く）の財源内訳
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Ａ 現状維持
今後はさらに参画団体の自主的・主体的な活動を促進するため、行政主導から実行委員会方式への移行も
検討したい。
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「ひゅーまんフェスタ」開催事業

互いを認め合い、すべての人の人権を尊重する
目

人権啓発活動の推進
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改善についての取り組み

謝礼
　 (千円)

啓発物品等作成

講演委託料
会場設営委託料

200
359
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Ａ
の
財
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内
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（Ａ）

1,544
人権啓発活動推進事業補助金
              (補助率　１/2)

0
0

717

人権啓発活動地方委託事業費委託金
                      (補助率　１０/10)

1,544
人権啓発活動推進事業補助金
              (補助率　１/2)

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

人権啓発活動推進事業補助金
              (補助率　１/2)

960 960

　

人1.0

1,544
　 　
　 Σ事業費計(A)

人件費（Ｂ）

多くの市民に広く人権について考える場を提供し、人権尊重に向けた社会意識の醸成に努めることは必要である。

市内の人権・環境・福祉・多文化共生等に取り組んでいる団体の啓発ブースの出展、取り組みの発表等、市民参画型のイ
ベントを開催することで、参加した市民がより人権を身近なものと感じることができる。

ほぼ計画どおり達成できたが、引き続き市民参画型のイベントを継続していく。

現在は、若年層の参加を促進するため、FM三重等を活用しているが、今後、本イベントが定着すれば、啓発効果を低下さ
せることなくコスト低減も十分可能である。
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その他
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人権啓発推進費

人権フェスティバル開催経費

大橋　久和 連絡先
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効率性
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啓発物品等作成
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平成１８年度 決算内容

市民の人権問題に触れたり、学ぶ機会が増加する
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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 補助 事業類型

1

○人権フェスティバル「ひゅーまんフェスタ」の実施 H19年度までは教育費　同和教育費にて執行していたが、
人権教育関係補助金の失効により、H20年度より人権啓発
推進費に組替えた事業。
これまでの講演会形式の啓発イベントより、H19年度から市
民参画型へのイベントに移行し、市民が自主的に参加しや
すい企画を取り入れている。

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

市民や各団体

（※対象件数

根拠法令・要綱等 伊賀市における部落差別をはじめとするあらゆる差別の撤廃に関する条例　第６条

千円
市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

平成１９年度 決算内容

　

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1
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計
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担当部課

０７０１００

人権政策部人権政策課

終了年度 平成

(内線)

実績

H18
指標設定の考え方

H19 H20

実績値
単位

多くの市民の啓発事業への参加 人

人

目標

実績

目標

実績

400
実績 1000
目標

目標
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1000

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


